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日本福祉大学卒
社会福祉士、認定心理士
介護支援専門員

＊ 民生委員児童委員　３期９年
＊ 広きのすく「 所場居のもど子 
　 場」等多数の事業の立上げ
＊ Facebook「さがみはらぶ」
   グループ設立・元管理人ほか

大沢地域包括支援センター
晃友脳神経外科眼科病院 事務次長

1972 年生まれ

緑区大沢
地区在住

医療・介護・福祉の現場に２０年以上携わり
地域の声を聞き、多くのコミュニティを形成
をしました！

現場の経験に基づき、市政の課題
を自分の手で解決していきます！

■ 経歴

■ 職歴

■ 主な活動
■ 学歴
■ 資格

　市民活動・地域
活動を支援し、市
民が主体的に問題
を解決していくま
ちをめざします。

　女性パワーを地域
に活かし、細やかな
視点での政策を提案
します。女性が働き
やすい環境も充実さ
せます。

　　　　・成年後見人制度の活用を
　　　　　推進し、認知症サポーター
　　　　　の支援をします。
・障がい者や高齢者が活躍できる
　地域社会を構築します。
・障がい児の受け入れ保育の充実や
　誰もが安心して子育てができる
　まちを目指します。
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地域ファーストの市政を！

48
歳
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◆一橋大学中退後、塾講師等をしながらクラシックギタリストとしてプロを目指す。
◆昭和音楽大学卒業。手を痛め、音楽の道を断念。
◆製造業の工場に勤務し、「ものつくり」の最前線で汗を流す。

◆2012年より衆議院議員義家ひろゆき秘書。相模原市、愛川町、清川村の
担当として活動。2018年3月をもって公設秘書を退職。

◆2019年4月相模原市議会議員選挙に出馬するも、222票差で惜敗。
◆ビルメンテナンス会社勤務（2022年12月末退職）。消防団員。

もっと子どもを安心して
預けられる場所を！1

学童保育の小学校６年生までの拡大と、一時預かり事業や
病児保育、ベビーシッター利用助成の拡充を目指します。

もっとコミュニティバスを
相模原に！2

自宅近くから総合事務所や病院、公民館、スーパー等
を循環するコミュニティバスの運行を目指します。

もっと地域住民と行政の
距離を身近に！3

自治会や地域の諸団体との連携で、地域の課題は地域で
考え解決できる、身近でスピード感のある行政を目指します。

もっと観光インフラの
整備を！5

水源地域の観光インフラ整備や相模原インター周辺への道の
駅誘致に取り組み、「また訪れたくなる相模原」を目指します。

もっと市内の企業に仕事、
市民に雇用を！4

入札制度改革と産業誘致で、市内中小企業の公共事業・調達の
受注機会を増やすとともにより良い雇用の創出を目指します。

昭和49年9月26日生まれ　長野県出身
相模原市緑区向原在住
家族：妻（社会福祉士）・長女（６歳）・次女（３歳）

小林たかみち
５つの重点政策
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現職市議唯一の

災害に強いまちづくり

医療・子育て支援の拡充01
VISION

02
VISION

●オンライン診療を含む訪問診療や、在宅医療及び移動診療
　サービスの推進
●介護従事者の働き方改革、ロボット産業特区との連携推進
●待機児童の解消、児童クラブの小学4年生までの受入れ
　地域拡大。働いていないご家庭の児童受け入れ地域の拡大
●通学路の安全対策強化

●防災備蓄の拡充、防災教育(マイタイムライン)のさらなる推進
●緊急輸送道路の整備

03
VISION

●リニア車両基地への回送線の旅客線化、および周辺地域の
　観光振興促進
●観光資源を活かした、サイクルツーリズムの促進および
　安全対策（マナー向上の取り組み）

住みよい暮らしを共々に

観光・スポーツ振興へ向けて

04
VISION

●交通空白地域の解消、新たな交通網の確立
●高齢者・障がい者へのデジタル活用推進委員の配置拡大
　など支援強化
●動物愛護センター・一時保護施設の設置推進
●有害鳥獣対策の強化（ニホンザル、イノシシ、ヤマビル等）、
　猟友会支援

　「一人を大切に！」との信条のもと、
一人の声に耳を傾け、制度の狭間に悩み
苦しむ方など、多くの課題に向き合わせ
ていただきました。
　看護師として、真剣に患者や医療に
向き合ってきた経験を活かし、地域医療や
福祉の充実など、誰もが安心して豊かに
暮らせる社会の実現を目指して参ります。

中村ただときの実績 た
だ
と
き

中村
〇小児医療費助成制度の
　高校３年生までの拡充方針決定
〇福祉職場で働く方の
　メンタルヘルス相談窓口の設置
〇特殊詐欺被害対策、迷惑電話防止
　機能付き電話機の購入費補助
〇避難場所混雑状況情報発信の確立、
　ペット同伴避難のマニュアル化
〇高齢者の補聴器購入費助成

1976年４月22 日　東京都日野市生まれ
都立片倉高校卒業　都立青梅看護専門学校卒業
晃友脳神経外科眼科病院勤務（正看護師）
看護師を経て、2019年相模原市議会議員に初当選
公明党神奈川県本部青年局次長
趣味：野球（少年野球コーチも経験）
相模原市緑区青山在住　妻、長男、次男の４人家族

看護師経験者！

中村ただとき
公式LINE

なんば秀樹
ホームページ
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共生社会・子育て・環境・安心

共生社会の実現へ

子どもの豊かな成長を1
VISION

2
VISION

3
VISION

4
VISION

●不登校の児童生徒への支援に「不登校特例校」の設置
●ヤングケアラーへの相談支援の充実
●特別な配慮を必要とする子どもたちへの支援の充実

●障がいの有無にかかわらず活躍できる社会の実現
●障がい児者の移動支援の充実

●効率的な手続き申請ができる「書かない窓口」の推進
●デジタル社会の恩恵を受けられるよう
　「デジタル推進員」の配置
●高齢者の日常の買い物などに対する支援の充実
●再生エネルギーの利用促進と脱プラの推進

安心な街づくりを

未来都市さがみはらへ

●障がい者や高齢者を守る「個別避難計画」の推進
●「マイタイムライン」の普及啓発
●「心のサポーター」養成制度の充実

　小児喘息を患ったこと、家業が倒産した
こと、我が子に発達障がいがあったこと、
これらの経験を活かして、「誰一人取り残さ
ない社会をつくる」との信念で、誰もが
希望を持てる確かな未来を拓いて参ります。

！！
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！なんば秀樹の実績

◆1972 年6 月5 日生まれ（50 歳）
◆相模原市緑区在住　◆新潟県三島郡出雲崎町出身
◆東海大学理学部化学科卒
◆相模原市議会議員２期　◆環境経済委員会委員長
◆党県本部青年局次長　◆相模緑支部支部長
◆家族：妻と男の子３人

〇小児医療費助成を高校３年生まで拡充の方針決定
〇ヤングケアラーなどへの家事訪問支援の実施
〇中学校夜間学級の設置
〇校内フリースクールの推進
〇医療的ケア児への支援として、
　小・中学校と児童クラブへ看護師配置
〇「障害者差別解消に向けた合理的配慮の事例集」を発刊
〇風水害時避難場所の追加指定
〇Net119緊急通報システムの運用開始

電気・ガス・燃油料金等
総額45,000円程度の負担軽減を実現！

（2023 年１月～９月使用分、標準家庭）

広聴無くして政策無し、みんなの声を市政に届けます！
■誕生日　昭和48（1973）年６月20日生まれ
■経　歴
　相模野幼稚園～市立相原小学校～
　市立相原中学校～県立相模原高等学校～

早稲田大学商学部（社会保障論専攻）
■相模原市役所勤務歴
　教職員課～相模原福祉事務所～議会事務局～ 

情報公開課～広聴広報課～相模原市議会議員
（一期目）

■地域活動
　相原小学校PTA会長・顧問
　相原中学校PTA会長　
　相模原療育園保護者会会長
　相原八幡宮神輿会第６班班長

　市少年野球協会相原支部顧問 など
■資　格
　行政書士／ SDGs検定
　（公財）全日本空手道連盟公認３段
　日本メンタルヘルス協会基礎心理カウンセラー
　（一社）日本経営協会公文書管理検定（実務編）
　（公財）国際文化カレッジフォトマスター２級
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大八木さとし 検索

信頼と共感の上に、納得感と満足感の高い市政の実現を
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● 病児・病後児保育の拡充
● 休日一時保育の実施
● 保育・幼児教育人材の処遇改善
● 育児・看護休暇等の取得支援
● 子どもの安全安心な居場所づくり支援

教育・
子育て

当事者目線で持続可能な
子育て支援策

● ロボット特区の強みを活かした産業創造
● 産学連携強化による専門人材育成

経済 リニア新駅設置に伴うスーパー・メガリージョン
構想を活かした、地域経済活性化推進

市民が主役のまち

市役所を、真に市民の役に立つ所に

● 避難所運営協議会の活動支援強化による
  地域防災力の向上
● 伝統行事、文化継承を通じた住民の交流
  促進等による地域コミュニティの活力増進
● ミサイル攻撃を想定した地下シェルターの設置

まちづくり・安全安心

● 全国初の公文書監理官の指揮の下、市民と行政の
  信頼の礎となる日本一の公文書管理の実践
● AI・IoTの活用によるDXの推進

行政改革
● 医療・介護・福祉・生活衛生等、
  多角的視点からのケア体制の充実
● 介護関連職員の処遇改善
● アクティブシニア（元気な高齢者）の
  活躍支援
● 農福連携の推進による障害者雇用の充実

医療
福祉

地域包括ケア、
障害福祉の充実

緑
区
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れ
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相模原市議会議員選挙  選挙公報相模原市議会議員選挙  選挙公報
緑区選挙区（定数11人）緑区選挙区（定数11人）令和５年４月９日執行

相模原市選挙管理委員会
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33
1990年（平成２年）１月５日生まれ
2011年4月衆議院議員もとむら賢太郎事務所インターン生として入所（大学在学中）
2012年3月関東学院大学卒業
2012年4月衆議院議員もとむら賢太郎（現相模原市長）秘書
2019年6月長友よしひろ（立憲民主党［衆議院］神奈川県第14区総支部長）秘書
2022年8月～若い力で市政へ挑戦中！

さがみはらの未来へ挑戦！
～１番身近で頼られる存在に～

緑区から市政へ

子ども・若者が夢や
希望をもてる未来づくりを！
[子ども・若者政策]

◆さがみはら独自の『子育て応援券』を発行し、
　子育て世帯の支援を推進します。
◆財政的に苦しむ若者へ地元企業へUターン
　就職する『奨学金返還支援制度』の導入

◆『健康寿命が日本一の街になり、
　市民へ還元』される仕組み導入を推進
◆『スポーツ施設利用の無料化』の推進

◆『横浜・新宿へアクセス30分圏内の実現』
　を推進
◆観光産業の促進と企業誘致から生まれる財源で
　『市民・企業への還元』出来る仕組みを導入する。

◆緑区コミュニティバスの『経路拡充』と
　『敬老パス』の導入
◆安心・安全に通行できる『交通整備と
　渋滞の解消改善』を促進
◆『街頭カメラの設置』と『防災設備の増設・
　補助金の強化』を推進

「健康寿命日本一×さがみはら」へ！
[スポーツ振興・福祉政策]

挑戦

3

挑戦

1

誰もが安心・安全で
住み続けたいと思う街づくりへ！
[交通ネットワーク・防犯防災政策]

挑戦

2 さがみはらを「働く・住む・遊ぶ」
日本一の街に！
[経済政策]

挑戦

4

谷川ヒロシの目指す市政・未来へ４つの挑戦 !

谷川ヒロシ最新の活動はコチラ

ホームページ Facebook TwitterInstagram

立憲民主党［衆議院］
神奈川県第14区総支部長

長友よしひろ

谷川ヒロシ
を応援します。

君
私は

橋本地区在住！
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経験！熱意！行動力！現場主義！

33歳
平成生まれ
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